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前
日
か
ら
の
寒
気
の
影
響
で
天
候
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
当
日
は
ほ
ぼ
快
晴
で
、
参
加

者
全
員
が
「
松
山
上
空
の
散
歩
」
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

全
般
説
明
、
安
全
教
育
及
び
記
念
撮

影
を
行
っ
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
約
あ

分
間
の
体
験
搭
乗
を
実
施
し
、
上
空

か
ら
の
松
山
の
景
色
を
堪
能
し
ま
し

た
。 

 

空
の
散
歩
を
終
え
た
参
加
者
か
ら

は
、
「
思
っ
た
よ
り
も
全
然
揺
れ
な

い
乗
り
物
な
ん
で
す
ね
。
」
、
「
安

心
し
て
乗
れ
ま
し
た
。
」
等
の
感
想

が
あ
り
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

体
験
搭
乗
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今
後
も
地
域
住
民
の
方
々
に
自
衛

隊
を
深
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
各
部
隊
の
協
力
を
得
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
募
集
・
広
報

活
動
の
基
盤
を
拡
充
し
て
い
け
る
よ

う
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。 

      
 
 

  
 
 

（
広
報
室 

廣
瀬
） 

最
初
に
、
艦
内
で
「
あ
す
か
」
に
関
す
る

注
意
事
項
を
受
け
「
あ
す
か
」
搭
載
の
作
業

艇
に
て
呉
湾
内
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。 

艦
内
に
戻
り
カ
レ
ー
の
体
験
喫
食
、
艦
内

見
学
の
後
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
ク
を
行
い
、
夜
は

艦
長
よ
り
出
さ
れ
た
使
用
さ
れ
る
記
号
な
ど

に
関
す
る
簡
単
な
質
問
に
つ
い
て
考
え
る
た

め
乗
員
と
話
す
機
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

幹
部
候
補
生
受
験
希
望
学
生
か
ら
幹
部
候
補

生
学
校
で
の
生
活
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
が

あ
り
、
そ
の
学
生
は
、
た
だ
見
学
す
る
だ
け

で
は
わ
か
ら
な
い
事
を
体
験
で
き
、
ま
す
ま

す
海
上
自
衛
隊
受
験
意
欲
が
高
ま
っ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
今
回
の
生
活
体
験
で
艦
艇
勤

務
の
良
さ
だ
け
で
は
な
く
厳
し
さ
も
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
海
上
自
衛
隊
を
理
解

し
、
入
隊
及
び
受
験
意
欲
の
向
上
に
繋
が
る

充
実
し
た
生
活
体
験
と
な
っ
た
様
子
で
し

た
。 今

後
も
艦
艇
で
の
生
活
体
験
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
支
援
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ

う
な
機
会
を
最
大
限
活
用
し
て
海
上
自
衛
隊

の
募
集
広
報
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

（
広
報
室 

中
山
） 

 

中
部
方
面
航
空
隊
（
隊
長 

森 

貴
義
１
等
陸
佐
）
の
支
援
を
受
け
、
平
成 

年
１
月 

あ
日
小
野
演
習
場
に
お
い
て
愛
媛
県
の
募
集
対
象
者
及
び
募
集
協
力
者
等 

人
に
対
し
、
Ｕ

Ｈ 

１
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
体
験
搭
乗
を
実
施
し
ま
し
た
。 

UH-1の前で記念撮影 

27 

30 

平
成 

年
２
月 

日
、 

日
に
海
上
自
衛
隊
呉
基
地
が
実
施
し
た
海
上
自
衛
隊
試
験
艦

「
あ
す
か
」
で
の
生
活
体
験
を
支
援
し
ま
し
た
。 

艦内見学 

19 

- 

15 

30 

13 

14 

研
修
に
は
、
防
議
連
会
長
以
下
議
員 

名
及
び
県
議

会
事
務
局
か
ら
１
名
が
参
加
し
、
陸
上
自
衛
隊
第 

旅

団
（
以
下
「 

旅
団
」
と
い
う
。
）
、
海
上
自
衛
隊
第

５
航
空
群
（
以
下
「
５
空
群
」
と
い
う
。
）
、
航
空
自

衛
隊
第
９
航
空
団
（
以
下
９
空
団
）
と
い
う
。
）
を
研

修
し
ま
し
た
。 

 

本
研
修
初
日
は
、 

旅
団
及
び
５
空
群
を
研
修
し
ま

し
た
。 

旅
団
で
は
防
衛･

警
戒
任
務
、
緊
急
患
者
空

輸
、
不
発
弾
処
理
等
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受

け
た
後
、
軽
装
甲
機
動
車
、 

式
偵
察
警
戒
車
な
ど
の

装
備
品
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
５
空
群
で
は
、
周
辺

海
域
の
防
衛
・
監
視
任
務
や
遭
難
船
舶
捜
索
等
の
活
動

に
つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、
Ｐ-

３
Ｃ
哨
戒

機
を
見
学
し
な
が
ら
、
そ
の
性
能
や
活
動
状
況
等
の
詳

細
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
９
空
団
を
研
修
し
、
近
年
、
我
が
国
の

領
空
に
接
近
す
る
国
籍
不
明
機
が
増
加
傾
向
に
あ
る
状

況
や
そ
れ
に
対
す
る
航
空
自
衛
隊
の
対
応
等
に
つ
い
て

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
、
防
空
任
務
に
あ
た
る
Ｆ- 

 

戦
闘
機
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

 

防
議
連
の
方
々
に
は
本
研
修
を
通
じ
て
、
改
め
て
部

隊
の
即
応
性
の
高
さ
や
、
自
衛
隊
の
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
防
衛
省
・
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
自
衛
隊
及
び
国
防
の
重
要
性
を
少

し
で
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
広
報
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
広
報
室 

永
野
） 

平
成 

年
２
月
４
日
か
ら
同
６
日
の
間
、
愛
媛
県
議

会
防
衛
議
員
連
盟
（
以
下
「
防
議
連
」
と
い
う
。
）
研

修
の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。 

30 

16 

15 

15 

15 

15 

87 

15 装備品の見学 

平
成 

年
３
月
８
日
、
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
防
衛
協
力
３
団
体
（
愛
媛
県
防
衛
協

会
、
愛
媛
県
隊
友
会
及
び
愛
媛
県
自
衛
隊
家
族

会
）
の
主
催
す
る
「
平
成 

年
度
愛
媛
県
自
衛

隊
入
隊
・
入
校
激
励
会
」
を
支
援
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
激
励
会
に
は
入
隊
・
入
校
予
定
者
と
そ
の

ご
家
族
の
ほ
か
、
自
治
体
首
長
、
自
衛
隊
の
部

隊
長
、
協
力
団
体
の
関
係
者
や
一
般
の
入
場
者

約
３
５
０
名
が
出
席
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。 入

隊
・
入
校
激
励
会
は
、
２
部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
１
部
で
は
、
入
隊
入
校
予
定
者
１
人
１

人
を
ス
テ
ー
ジ
画
面
に
投
影
し
紹
介
を
行
っ
た

後
、
主
催
者
を
代
表
し
家
族
会
の
三
好
会
長
が

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
県
知
事
代
理
と

し
て
副
知
事
、
四
国
地
域
の
防
衛
等
を
担
任
す

る
第 

旅
団
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

副
知
事
か
ら
は
「
自
衛
隊
は
、
国
民
の
最
後
の

砦
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
、
ま
す

ま
す
期
待
の
高
ま
る
自
衛
隊
の
一
員
と
し
て
今

後
、
訓
練
、
任
務
、
学
業
に
精
励
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
（
県
知
事
ご
祝
辞
代

読
）
、
第 

旅
団
長
か
ら
は
、
ご
自
身
の
経
験

か
ら
得
た
「
心
を
鍛
え
る
」
、
「
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
物
事
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
え
方

が
変
わ
る
」
と
い
う
お
話
を
さ
れ
、
入
隊
入
校

予
定
者
が
今
後
、
自
衛
隊
の
訓
練
、
生
活
に
何

ら
か
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
場
合
、
乗
り
越
え
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
愛
媛
地
本
に
臨
時
勤
務
中
で
あ
っ
た
練
習

艦
や
ま
ゆ
き
所
属
の
緒
方
海
士
長
か
ら
激
励
の

言
葉
が
送
ら
れ
、
入
隊
入
校
予
定
者
を
代
表
し

て
今
治
西
高
校
を
卒
業
し
、
防
衛
大
学
校
入
校

予
定
の
池
田 

馨
君
が
力
強
く
抱
負
を
発
表
し

ま
し
た
。 

第
２
部
で
は
、
第 

特
科
隊
（
隊
長 

１
等

陸
佐 

内
野 

敏
紀
）
か
ら
支
援
を
受
け
、
入

隊
入
校
後
の
お
お
ま
か
な
１
日
の
流
れ
が
理
解

で
き
る
よ
う
第 

特
科
隊
隊
員
が
吹
奏
す
る

ラ
ッ
パ
と
と
も
に
紹
介
し
、
続
い
て
松
山
大
学

学
生
を
中
心
と
し
た
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
激
励
の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
第 

音
楽
隊
（
隊
長 

１
等
陸
尉 

奥
津 

猛
）
が
陸
海
空
行
進
曲
、
千
本
桜
等
を

演
奏
し
、
激
励
会
を
締
め
く
く
り
、
入
隊
入
校

予
定
者
の
門
出
を
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

入
隊
・
入
校
予
定
者
全
員
が
無
事
入
隊
・
入

校
す
る
こ
と
を
し
っ
か
り
支
援
し
て
い
く
と
と

も
に
ご
家
族
へ
の
支
援
も
充
実
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

30 

29 

14 

14 

14 

14 14 



  

募集種目  応募資格 受付期間 試験期日 

幹部候補生  

一般 

22歳以上26歳未満の者。(20歳以上22

歳未満の者は大卒(見込含)修士課程修

了者等(見込含)は28歳未満の者) 3月1日 
 

5月1日  

5月12,13日 

歯科 
 

薬剤科 

専門の大卒(見込含)20歳以上30歳未満

の者。薬剤は20歳以上28歳未満 
5月12日 

医科･歯科幹部  医師･歯科医師の免許取得者 
2月1日 

 

4月20日 
5月11日 

技術海上幹部 

技術航空幹部 

大卒以上の者で、応募資格に定められ

た学部･専攻学科等を卒業後、2年以上

の業務経験のある者 
4月20日 

 

5月25日  

6月25日 

技術海曹 

技術空曹 
20歳以上の者で国家免許資格取得者等 6月22日 

一般曹候補生   18歳以上27歳未満の者 
3月1日 

 

5月1日 
5月26日 

自衛官候補生 18歳以上27歳未満の者 
年間を通じて行っ

ております。 

5月19日 

6月24日 

補
給
本
部
へ 

募
集
課
長 

 
 
 
 
 
 

１
等
海
佐 

川
上 

哲
也 

 

北
海
道
補
給
処
近
文
台
燃
料
支
処
へ 

大
洲
所
長 

 
 
 
 
 
 

１
等
陸
尉 

山
本 

康
雄 

 

偵
察
教
導
隊
へ 

今
治
所
広
報
官 

 
 
 
 
 
 
 

陸
曹
長 

石
川 

勝
浩 

 

松
山
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

総
務
課
車
両
主
任 

 
 
 
 
 
 

１
等
陸
曹 

上
田 

 

隆 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
３
月 

日
付
） 

 

硫
黄
島
管
理
隊
へ 

募
集
課
広
報
係 

 
 
 
 
 
 

２
等
海
曹 

中
山 

昌
仁 

 
 
 
  
 
 
 
 
  

 
  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
月 

日
付
） 

 

幹
部
候
補
生
学
校
へ 

募
集
課
広
報
室
長 

 
 
 
 
 
 

１
等
空
尉 
永
野 

祐
幸 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
月 
日
付
） 

 

装
備
庁
へ 

総
務
課
長 

 
 
 
 
 

防
衛
事
務
官 

内
海 

知
明 

 

岐
阜
地
本
へ 

援
護
課
予
備
自
衛
官
班
長 

 
 
 
 
 

防
衛
事
務
官 

久
岡 

泰
好 

 

徳
島
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

総
務
課
会
計
班
長 

 
 
 
 
 

防
衛
事
務
官 

田
中 

正
博 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
４
月
１
日
付) 

 

新
し
い
勤
務
地
で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。 

時 期 行  事  名 場   所 

4月22日(日)    
第14旅団創隊12周年 

善通寺駐屯地開設68周年記念行事 
善通寺駐屯地 

4月29日(日)  東温市産業まつり 東温市重信川河川敷 

4月29日(日) 西条市産業文化フェスティバル 西条市 

5月5日(土)   第10回「伊予國こどもまつり」 
ウェルピア伊予 

いこいの広場 

5月13日(日) 看護の日 徳州会病院 

5月27日(日) ぎゅぎゅっと愛南 
愛南漁業協同組合 

御荘支所 

5月27日(日) 松山駐屯地創立63周年記念行事 松山駐屯地 

6月10日(日) ふれ愛コンサートin西条 西条市総合文化会館 

～ 

募
集
課
長 

第
１
潜
水
隊
群
司
令
部
か
ら 

 
 
 
 
 
 

２
等
海
佐 

森
脇 

 

太 
 

新
居
浜
所
長 

第 

師
団
司
令
部
か
ら 

 
 
 
 
 
 

３
等
陸
佐 

森
田 

賢
二 

今
治
所
広
報
官
へ 

宇
和
島
所
広
報
官 

 
 
 
 
 
 

１
等
陸
曹 

梶
田 

卓
志 

 

総
務
課
車
両
主
任
へ 

松
山
所
広
報
官 

 
 
 
 
 
 

２
等
陸
曹 

大
野 

誠
司 

 

宇
和
島
所
広
報
官
へ 

新
居
浜
所
広
報
官 

 
 
 
 
 
 

２
等
陸
曹 

高
橋 

智
徳 

 

援
護
課
即
応
予
備
自
衛
官
係
へ 

総
務
課
総
務
係 

 
 
 
 
 
 

２
等
陸
曹 

松
田 

裕
二 

 

大
洲
所
広
報
官
へ 

援
護
課
予
備
自
衛
官
係 

 
 
 
 
 
 

３
等
陸
曹 

瀧
岡 

晃
治 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
３
月 

日
付
） 

大
洲
所
長 

北
海
道
補
給
処
足
寄
弾
薬
支
処
か
ら 

 
 
 
 
 
 

１
等
陸
尉 

長
南 

雄
司 

 

援
護
課
予
備
自
衛
官
主
任 

松
山
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

陸
曹
長 

井
上 

孝
行 

 

大
洲
所
広
報
官 

第 

特
科
隊
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

陸
曹
長 

清
家 

康
博 

 

募
集
課 

募
集
係 

松
山
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

 
 
 
 
 
 

１
等
陸
曹 

勝
部 

順
子 

 

松
山
所
広
報
官 

第 

特
科
隊
か
ら 

 
 
 
 
 
 

３
等
陸
曹 

門
田 

将
典 

 

新
居
浜
所
広
報
官 

特
科
教
導
隊
か
ら 

 
 
 
 
 
 

３
等
陸
曹 

野
村 

元
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

（
以
上
３
月 

日
付
） 

 

募
集
課
広
報
室
長 

第
６
高
射
群 

高
射
隊
か
ら 

 
 
 
 
 
 

２
等
空
尉 

原
田 

 

浩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
月 

日
付
） 

 

松
山
所
広
報
官 

西
部
航
空
方
面
隊
司
令
部
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

空
曹
長 

矢
野 

尚
人 

 

総
務
課
長 

装
備
庁
か
ら 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

防
衛
事
務
官 

橋
本 

敦
史 

 

総
務
課
会
計
班
長 

宮
崎
地
本
か
ら 

 
 
 
 
 

防
衛
事
務
官 

髙
橋 
博
樹 

 

援
護
課
予
備
自
衛
官
班
長 

徳
島
地
本
か
ら 

 
 
 
 
 

防
衛
事
務
官 

安
永 

昭
次 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
４
月
１
日
付
） 

 

よ
う
こ
そ
愛
媛
地
本
へ
！ 

14 

10 

14 

21 

23 

26 23 31 

31 23 

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
復
興
祈

念
と
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
へ
の
心
構
え
を
共
有
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
た
音
楽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
南
海
ト

ラ
フ
大
地
震
に
備
え
震
災
学
習
を
実
施
し
て
い
る
済
美
高

等
学
校
（
愛
媛
県
松
山
市
）
生
徒
に
よ
る
活
動
報
告
、
同

校
と
交
流
の
あ
る
東
陵
高
等
学
校
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

生
徒
に
よ
る
震
災
後
の
現
況
発
表
に
続
き
、
愛
媛
地
本
長

が
自
衛
隊
の
行
う
災
害
派
遣
及
び
南
海
地
震
に
対
す
る
備

え
に
つ
い
て
講
話
を
実
施
し
、
陸
海
空
自
衛
隊
が
一
丸
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
で
の
活
動
Ｖ
Ｔ
Ｒ
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
愛
媛
地
本
広
報
室
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
お
い

て
東
日
本
大
震
災
で
の
第 

旅
団
災
害
派
遣
活
動
記
録
ビ

デ
オ
の
放
映
及
び
第 

特
科
隊
の
活
動
写
真
等
を
展
示

し
、
災
害
に
お
け
る
自
衛
隊
の
活
動
に
つ
い
て
広
報
を
実

施
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
東
北
地
方
の
歌
や
踊

り
、
済
美
高
校
合
唱
部
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た

観
客
は
被
災
地
の
復
興
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
災
害
に

お
け
る
自
助
・
共
助
・
公
助
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
共
感
し
ま
し
た
。 

今
後
も
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
親
近
感
の
醸
成
を
図

り
、
募
集
基
盤
の
拡
充
の
た
め
、
積
極
的
に 

Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
広
報
室 

重
松
） 

14 

14 

３
月 

日
に
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ

た
「
第
３
回
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

参
加
し
ま
し
た
。 

～ 

～ 

～ 

11 

愛媛地本長による講話 

募
集
課 

 
 
 

期
間
業
務
隊
員 

明
川 

祥
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
月 

日
付
） 

31 

募
集
課 

 
 
 

期
間
業
務
隊
員 

中
村 

い
ず
み 

 

援
護
課 

 
 
 

期
間
業
務
隊
員 

中
川 

祥
子 

 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
４
月
１
日
付
） 

総
務
課 

総
務
係
へ 

大
洲
所
広
報
官 

 
 
 
 
 
 
 

空
曹
長 

川
口 

洋
一 


